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論文 内 容の要 1:::::. 
Eヨ

本論文は顎運動の巾枢神経機序を明らかにせんとしたものである。

顎運動は上下，左右，前後方向への要素があるだけでなく， これらの各要素の組合せがあって極めて複

雑である。しかも口腔には舌が存在し，顎運動と舌運動は常に密接な相互関係を持っている口 さらに下顎

骨は正中総で左右結合し，左右に関節を持つ特殊構造を示している口故に顎運動は四肢連動とその神経的

調節機作において極めて相違していることが考えられる。 しかし従来顎迩動に関する脳機構は十分研究さ

れておらず，不明な点が多かった口

本論文は顎運動機序を神経生理学的に分析し，顎運動に関与する脳構造， 顎筋活動を生じさせるに関与

する脳よりの下行性伝導路および顎運動を調印する脳機構を明確にしたものである。

第一編は大脳皮質および脳幹部における顎運動議発部位， これら脳各部位より誘発される顎運動特性さ

らに顎迎到に関与する前記脳各部位聞に存在する機能的相関関係を明らかにしたものである。電気刺激に

より決定された家兎の大脳皮質顎運動飢は Area insularis の吻側で， Area postcentralis の外側に固ま

れた部位に存在した。同部からは低頻度刺激(15Cjsec以下)では顎の対単運動が，高頻度刺激 (30Cjsec

以上)では 4.5--5.8C/sec の開口優位の律動的顎運動が誘発された。

内包および視床腹部刺激により活発された顎運動も皮質のそれに類似していた。一方， 届桃外側核刺激

(4.0 Cjsec 以下)の場合， 顎の対単運動が， 高頻度刺激(15 Cjsec 以上)では 3.5--4.0 Cjsec の閉

口優位な律動的顎運動がi誌発された。顎運動制および扇桃外側核いづれか一方の破壊によって， 他}jから

の;活発顎述動は何ら影響されなかった。

第二編においては，家兎大脳皮質顎運動飢および扇桃核部より顎筋支配の三叉神経連動核に至るまでの

下行性伝導路および脳各部位の開口筋，閉口筋支配性を明確にした。一側皮質顎運動領，内包， *_hl床腹部

および仁t:1脳網様体腹側部の単発刺激により両側顎こ腹筋に筋電図反応が誘発され， 岐筋 lこは反応を認めな
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かった口 またー側皮質顎運動傾刺激によって祝床腹部首!域および rr脳網様体腹側部に脳波反応が出現し

た。すなわち，大脳皮質顎運動傾は開口筋を優位に支配し，その下行路は内包， 祝床腹部および寸l脳網様

体腹部を介する。しかしー側同桃外側核又は中脳網椋体背側部刺激では， 同側咳筋のみ筋電図反応が出現

した。又扇桃外側刺激によっては，中脳網椋体背側部領域に著明な脳波活動の変化が出現した。 乙のこと

から Jr高桃核は閉口筋を優位に支配し，その下行路は t[二l脳網椋体背側部を介す。

第三編においては，猫を用いて顎迩勤に対する尾状核の役割を明確にした。尾状核内側部の腹側部は皮

質顎運動fJl'!刺激による律動的顎運動を抑制し，対単運動を促進したが， この作用は麻酔深度の深い状態で

著明に出現した。尾状核内側部の背側部は舌顎反射を抑制し， 下顎張反射に対しては促進的に作用した。

股筋支配の三文神経運動核部活動は尼状核内側部の背側部刺激により促進され， occipito-mandiblar musｭ

c1e 支配部の活動は抑制された。 尾状核内側部の腹側部刺激により， 皮質顎運動似より著明な脳波活動が

記録された口

総括

家兎および猫を用いての実験から， 顎運動の i誘発に関与する 2 つの独立した印野が脳に存在することを

明らかにした。 1 つは皮質顎運動制であり，他は扇桃外側核である。前者より誘発される顎運動は開口優

位で，運動リズムが早く，後者からのものは閉口優位で， リズムが遅い。 これらの 2 つの佃野から顎筋ま

での下行性伝導路はそれぞれ異っており，前者は内包， 祝床腹部および中脳網様体腹側部を介するのに対

して，後者は中脳網様休背側部を介して顎筋に至る。

尾状核は顎運動に対して調節的作用を有し， 尾状核内側部の腹側部は皮質顎運動傾より誘発さる律動的

顎運動に対し抑制的に，顎の対単運動に対しては促進的に， 又尾状核内側部の背側部は舌顎反射に対し抑

制的に，下顎張反射に対しては促進的に作用する。

論文の審査結果の要旨

家兎の大脳皮質顎運動似を電気刺激した場合，低頻度刺激 (15 Cjsec 以下)では顎の対単運動が， 高

頻度刺激 (30 Cjsec以上)では 4.5--5.8 Cjsec の開口優位の律動的顎運動が誌発され，内包及び視床腹

部も皮質のそれに類似していた。一方扇桃外側を低頻度刺激 (4.0 Cjsec 以下)した場合， 顎の対単運動

が高頻度刺激(15 Cjsec 以上)では 3.5--4.0 Cjsec の閉口優位な律動的顎運動が誘発された。又皮質

顎運動領および扇桃外側核いづれか一方を破壊しても他h・から誘発される顎運動には何ら変化が認められ

なかった。

三〈兎大脳皮質顎運動飢を刺激した際，視床腹部及び中脳網様体腹側部に脳波活動の変化が出現し， 両側

顎二腹筋 lこ筋電図反応がi活発されたが一方扇桃外側核刺激では中脳網総体背側部に脳波活動の変化が出現

し，同側岐筋に筋活動が出現した。

以上の実験結果から，脳には顎運動誘発に関与する 2 つの独立した傾野が存在する。即ち皮質顎運動領

と日桃外側核であり，前者より誘発される顎運動には開口筋が優位に活動し，運動リズムが早く， 伝導路

は内包，視床版部， li1脳網様体!J長側部を介する。これに対して後者からのものは閉口筋活動が優位で， 運

動リズムが遅く，伝導路は中脳網肢体背側部を介することが明らかとなった。
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猫については尾状核内側部の腹側部は皮質顎運動蝕より誘発される律動的顎運動に対し抑制的に， 顎の対

単運動に対して促進的に作用した。又尾状核内側部の背側部は舌顎反射に対し抑制的K ， 下顎張反射に対

しては促進的に作用した。

以上本論文は従来不明の点が多かった顎運動誘発ならびに調節に関する中枢神経機序の解明に貢献する

所が多く，学術上貴重で注目に値する。
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